
広報

(10/6・旭がE小学校〉

さわやかな秋空の中、各小学校で行わ

れだ運動会。元気いっぱいの歓声ガ野山

を駆けめぐりまし定。

日赤がんばれ-f青がんばれ一"山

競技のだびに大声援が飛び安います。

お父さん¥あ白さんたちも大応援団、

声を張り上11、必死の応援です。ビデオや

力メラに収める姿も、ちょっと興奮気昧!?

楽しい思い出残しましだ。

※台風災害対策特集………… 2-----3
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平成 3年11月号広報おおむら

-台風災膏対策特集・

，( 風
19号• ロ

官
・
4

台
円

台
風
げ
号
・
山
号
で
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
台
風
、
特
に
目
号
は
、

今
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
強
い
台
風
で
、
大
変
な
被

害
を
こ
う
む
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
速
や
か
な

復
興
を
願
い
、
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
卜

の
有
償
配
布
に
よ
る
応
急
処
置
や

市
営
住
宅
の
提
供
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
対
策
を
た
て
対
処
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
広
報
お
お
む
ら
・
号

外
」
で
も
、
廃
棄
物
処
理
や
低
利

融
資
の
利
用
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
周
知
を
図

る
た
め
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
お

し
知
ら
せ
し
ま
す
。

(瓦、トタン、 @J木なと、)は

月〉

廃棄物

清掃センターヘ
搬入場所 市清掃センターで許可証を

受け取り、指定の場所へ搬入してくだ

さい。

搬入時間午前 9時~午後 4時

(平目、士、日曜、祝日も可。

正午から 1時までは休みます)

市
営
住
宅
を
提
供
し
ま
す

入
居
対
象
者
次
の
①
お
よ
び
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

の

要

件

を

満

た

す

人

②

公

営

住

宅

法

お

よ

び

大

村

市

営

①
台
風
刊
号
に
よ
り
、

家
屋
が
全
住
宅
条
例
の
入
居
資
格
に
適
合
す

壊
ま
た
は
半
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
る
人

税の救済措置

(市税〉
土地や家屋などに被害を受けられた方

を対象に、市税(固定資産税・市民税・

国民健康保険税)の減免、納税の猶予、

納期限の延長などの措置を講じています。

問い合わせ市保府勝課(岱③41 1 1) 

災
害
擾
議
資
金

市
で
は
、
被
害
を
受
け
た
方
に

対
し
、
そ
の
生
活
の
立
て
直
し
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
災

害
援
護
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

金
利
年
3
・

0
%

償
還
期
間
叩
年
以
内
(
う
ち
据

置
3
年
)

貸
付
限
度
額
1
5
0
万
円
j

3

5
0
万
円

※
貸
付
限
度
額
は
、
家
財
の
被
害
、

住
居
の
全
壊
・
半
壊
な
ど
に
加

え
、
世
帯
主
の
負
傷

(
1
月
以

町
内
会
長
の

被
災
証
明
を

受
け
ま
す

...-
被災証明を持参

してください

市
長
発
行
の

被
災
証
明
書

を
交
付
し
ま

す

災
害
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
災
害
対
策
本
部
(
市
総
務
課
内
包
⑮
4
1
1
1
)
へ

上
の
療
養
)
の
有
無
で
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。

申
込
方
法
所
定
の
申
請
書

(福

祉
課
に
あ
り
ま
す
)
に
よ
り
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
福
祉

課
庶
務
係
(
内
線
1
5
1
)

キ会稀社¥

(る識がJ

生活福祉資金
=住宅資金・災害援護資金=

※どうしても搬入が困難である方は、

各町内会で置き場を設けておられるか

と思いますので、町内会長さんへお尋

ねください O

なお、従来の不燃物置場をご利用さ

れる所は、従来の不燃物と台風の不燃

物は区分けし、重ねないでください。

問い合わせ市災害対策本部または市清

掃センタ ー (ft⑪ 31 0 0) へ
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※
収
入
基
準
を
超
え
る
人
に
つ
い

て
は
、
特
例
措
置
と
し
て
本
年

ロ
月
末
日
ま
で
入
居
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

課
住
宅
係

建
築

(国税〉
被害の程度に応じて、所得税などの国

税が軽減または、免除されます。

方法として、 ①雑損控除による方法

②災害減免法による方法の 2つがあり、

翌年の確定申告によって、どちらか有利

な方法を選択してください。

なお、保険金などによって補てんされ

る金額がある場合には、これを差しヲI~ミ
て損失額を計算します。

聞い合わせ諌早税務署(ft⑫ 13 7 0) 

~金融公~事
{主巧

災害復興

住宅資金

被
災
証
明
書
の
発
行
は
?

災
害
保
険
や
災
害
復

興

住

宅

資

偏

凶

〕

@

金
な
ど
の
子
続
き
で
、

「

被

災

証

内

明
書
」
が
必
要
な
方
は
、

-

1
恥

①
ま
ず
、
各
地
区
の
町
内
会
長
の
.
討
録

証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
(
証
明
ヘ
引
引
制
引
J

(
町
内
会
長
一

用
紙
は
町
内
会
長
宅
に
あ
り
ま
す
)
。

fI
ll
-、

②
次
に
、
町
内
会
長
の
証
明
書
を

持
参
の
う
え
市
総
務
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
市
長
の

「被

災
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
(
手

数
料
2
0
0
円)。

問
い
合
わ
せ
市
災
害
対
策
本
部

住
宅
復
興
の
た
め
の
融
資
制
度

で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
条
件

-
建
設
お
よ
び
新
築
・
中
古
購
入

資
金
・
:
住
宅
に
5
割
以
上
の
被
害

を
受
け
た
場
合
(
融
資
限
度
額
・
:

金だ 自の
利さ 立方 低

い 更 な所
い 。生 ど得
ず 資で者
れ金、や
も な 住高
年 ど宅齢
3 にの者

ご増
O 利改障
% 用築害

く 、者

。
住
宅
資
金

家
屋
の
増
改
築
、
宅
地
の
補
強
、

公
営
住
宅
の
譲
渡
費
用
な
ど
に

貸
付
限
度
額
1
8
0
万
円

償
還
期
間

6
年
以
内
(
据
置
期

間
半
年
)

(県税〉
被害の程度などにより、県税の減免や

納期限などの延長が認められます。

問い合わせ諌早県税事務所 (ft⑫o5 

o 8) 

4， 

8
8
0
万
円
1
1
6
6
0
万
円
、

返
碕
は
お
年
山
内
i
お
年
以
内
ま
で
)

・
補
修
資
金
・
・
・
住
宅
に
叩
万
円
以

上
の
被
害
を
受
け
た
場
合
(
融
資

限
度
額
・
:
4
9
0
万
円
i
5
4
0

万
円
、
返
済
は
初
年
以
内
)

金

利

年

5
・
2

%

申
込
期
限
ロ
月
3
日

ω(台
風

口
号
被
災
に
係
る
分
は
日
月
幻
日

働
ま
で
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

近
く
の
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

り
扱
い
の
金
融
機
関
(
農
協
、
銀

行
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
)

。
災
害
援
護
資
金

風
水
害
な
ど
の
災
害
を
受
け
た

と
き
の
自
立
更
生
資
金
に

貸
付
限
度
額
1
0
0
万
円

償
還
期
間

7
年
以
内
(
据
置
期

間
1
年
)

。
住
宅
資
金
と
災
害
援
護
資
金
を

併
用
し
て
借
り
る
場
合
は
、
限
度

額
2
5
0
万
円
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
社
会

福
祉
協
議
会
(
西
三
城
町
宮

@
1

3
5
1
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
)

※
こ
の
ほ
か

に
つ
い
て

当
課
へ
お

、
農
林
水
産
業
、
商
工
業
の
救
済
対
策
な
ど

も
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
担

尋
ね
く
だ
さ
い

。
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企板穀櫓建設祈願祭

赤い羽根共同募金運動の初日の10月刊日、「赤

い羽根空の第刊便」ガ畏崎空港に到着。全日空の

区嘉吉見官官出官白

主盟主亘書Eli-bz数
えましだo 共同募金は12月い己ぱい行われますo

.赤い羽根翼に乗って(10/
1・長崎空港)

.1日円融寺庭園スッキリ
(9/20・玖島 2丁目)

大烈タ園南堀花しようぶ園を見おろす

板敷提言台に¥11久島城板敷棒」ガ復元建

設されることになり10月ア目、安全祈願

祭が行われました。

この事業は¥大村公園整備事業の一つ

で建物は木造2階建て¥床面積約120

平方託、総工費約9干万円、完成は来年

3月の予定です。

祈願祭には松本市長をはじめ、開市議

会議長、高瀬商工会議所会頭、佐藤観光

協会長などが出席。工事期間中の安全を

祈願しました。

00/7・大村公園南堀付近)

‘v-
父
通
安
全
警
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

(
印

/
7
・
市
立
病
院
跡
地
)

市
安
通
安
全
協
会
主
催
で
行
わ
れ
た
受

通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
。

交
通
安
全
意
識
の
向
上
、
事
故
防
止
な

ど
を
推
進
し
よ
う
と
開
か
れ
て
い
る
も
の

で

市

内
各
地
か
ら
日
チ
ー
ム
、

3
5
0

人
か
参

J

加
、
熱
の
こ
も
っ
た
好
プ
レ

!
が

続
出
し
ま
し
た
。

成
績
:
・

2呂
小
路

A
②
協
和
町
③
竹
松
町
、

西
三
城
町

国指定の文化財として、 日円融寺庭園

(玖島2丁目〉がありますが¥9月20日¥

上小路 ・岩舟両老人会の皆さんによる清

掃奉仕で、 庭園ガスッキリとなりましだ。

江戸初期様式で¥400個以上の石を

組み合わせ雄大な姿を披露している同庭

園。今年5月には和風トイレも完成、 ま

すます親しまれる名所となっています。

上小路 ・岩舟雨老人会の皆さん¥あり

がとうございまし疋。

広報おおむ ら 平成 3年11月号

平
成

4
年
は
市
制
施
行
印
周
年

( 

hv
壁
画
コ
ン
・
思
い
出
を
共
同
製
作

(叩
/
日
・
三
城
小
学
校
)

子
ど
も
会
の
文
化
活
動
の
活
発
化
を
図

ろ
う
と
叩
月
日
目
、
三
城
小
学
校
で
壁
画

コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
町
内
子
ど
も
会
か
ら
問
チ
ー
ム

が
参
加
。
子
ど
も
会
活
動
で
、
心
に
残
っ

た
思
い
出
な
ど
を
共
同
製
作
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
に
は
、
今
村
A
子
ど
も
会
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

-シリーズ・

統計でみる大村市

Part6 

み
る
と
、
図
の
よ
う
な
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

と
な
り
ま
す
。
各
時
代
の
社
会
情
勢
の
影

響
を
受
け
た
出
生
と
死
亡
の
変
動
が
わ
か

り
ま
す
。

年
齢
3
区
分
別
に
み
る
と
、

o
l
U
歳

の
年
少
人
口
は
、

1
万
6
0
9
1
人
(
総

人
口
の
幻
・

9
%
)
、
日
j

M
歳
の
生
産

年
齢
人
口
は
4
万
8
2
8
8
人
(
同
白

・

8
%
)
、
白
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
9

0

4

5
人

(同
ロ

・
3
%
)
で
、
そ
の
推
移

は
年
少
人
口
が
減
少
傾
向
を
、
老
年
人
口

が
増
加
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
高
齢
化
社

会
の
き
ざ
し
が
う
か
が
え
ま
す
。

(
企
画
調
整
課
)
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=年齢別人口=

高齢化社会のきざし

こ
の
ほ
ど
平
成
2
年
国
勢
調
査
の
第
1

次
基
本
集
計
の

一
部
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
年
齢
(
5
歳
階
級
)
別
人
口
を

大村市の人口ピラミッド

5∞ 1，卿 1，5002，000 2，5∞3，卿 3，5∞

不詳

1∞歳以上
95-99 

90-94 

85-89 

80-84 

75-79 

70-74 

65-69 

60-64 

55-59 

50-54 

45-49 

40-44 

35-39 

30-34 

25-29 

20-24 

15-19 

10-14 

5- 9 

0-4 
:'.l 。。

平成2年10月1日

哩

(単位 ・人)

女

38，392 
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資圃(

5
4
2
2
9
9
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8
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4
2
0

円

J

I
-
-

1
9

8

3
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1
7
8
7
5
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6
5
7
6
5
2

1
-

7
4
8
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3
9
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3
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0
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4
5
5
5
4
4
4
5
5
4
4
4
3
3
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男

35，043 

口
一

人
一

ロ
刀
『

級
一

階
守

歳

{
5

一

(
一
級
一
数

齢
一
惜
一

E
↑

玄
関
一

主
一
年
一
総

総数

73，435 

0-4歳
5-9歳
10-14歳
15-19歳
20-24歳
25-29歳
30-34歳
35-39歳
40-44歳
45-49歳
50-54歳
55-59歳
60-64歳
65-69歳
70-74歳
75-79歳
80-84歳
85-89歳
90-94歳
95-99歳
100歳以上
不詳

14.7 

65.0 

長崎県
(平成 2年)

100% 

90 

80 

70 

20 

60 

50 

40 

30 

10 

O 

大村市の年齢(3区分)別割合の推移

昭和
45年

12.3 

65.8 

平成

2年

65.0 

60年

10.8 9.8 

65.1 

55年

65.1 

50年

8.8 7.6 

65.4 

老年人口

(65歳以上)

生産年齢人口

(15-64歳)

幼年人口

(0 -14歳)
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大
村
の
文
化
財

大
切
に
守
り
伝
え
た
い
で
す
ね

ー
文
化
財
保
護
強
調
週
間
竹
用
4
1

日
j
ア
巳

l

大
村
市
に
は
¥
古
い
時
代
か
ら
祖
先
が

残
し
て
く
れ
だ
国
民
的
財
産
、
ガ
数
多
く

あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
を
¥
私
疋
ち
は
愛
護
し
災
害

な
ど
か
ら
守
り
¥
後
世
ヘ
伝
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

伝~;rtlt~主01
オオムラザクラやイチイガシ

天然林など

旧円融寺庭園

，r 

電話均lE!a
4入者全寺三七村安芸雪国~.. 

マー零時砕をど

4Eiiifi組長沼I~~~I
黒丸踊 ・寿古踊 ・沖田踊な ど

L 

今富キリシタン墓碑 ・五教

館御成門・大村藩お船蔵跡

これらは、国や県の文化財指定を受けています。そ

のほか¥まだ多くの史跡などが万々にありぎす。

問い合わせ 社会教育課

た

、

竺

lυ

か

一

ま

m
…

D

月

一

ま

判

…

決

3

一
成
山

方

平

一

金

三

個
園
田

の

o

働

ωね
一

底

印

刷
す

労

宮

尋

一

副

業

ま

崎

(

お

一

E
E
産

り

長

課

ヘ

一

の

二
、
百
ム
詮
わ
¥
ム

県

抗
釘

q
顧
問
弘
一

崎

ほ

賃
し
準
⑬
だ
一

冨宅

の
低
詳
墓
日
ぐ
一

E
Z
づ
」
自
取

※

時

3，923円

491円

1日

1時間

児
童
手
当
ガ
変
わ
り
ま
す

不
呂
員
舗
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

- 6 -

ー
竹
月
は
「
雇
用
保
険
さ
わ
や
か
受
給
推
進
月
間
で
す
」

l

雇
用
保
険
と
は
、
失
業
さ
れ
た

労
働
者
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、

再
就
職
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
働
い
て
い
る
事
実

を
隠
し
た
ま
ま
、
雇
用
保
険
の
支

給
を
受
け
る
な
ど
、
ル
ー
ル
に
反

し
た
人
が
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

失
業
給
付
の
費
用
は
、
労
働
者

お
よ
び
使
用
者
の
方
々
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
保
険
料
と
、
国
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
受
給

第
司，圃・ー

与
に
も
支
給
さ
れ
ま
す

支
給
対
象
を

第
一
ヲ
す
か
ら
に
妬
大

H
平
成

4
年

1
月
1
日
改
正

H

児
童
手
当
は
、
現
在
ま
で
は
第

2
子
目
か
ら
の
支
給
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
4
年
1
月
よ
り

第
1
子
目
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
次
に
該
当
す
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

対

象

第

一
子
が
平
成
3
年
1
月

2
日
以
降
に
出
生
し
て

い
る
こ
と

(
既
に
受
給
中
の
人
で
あ
っ
て
も
、

第

一
子
が
平
成
3
年
1
月
2
日
以

降
に
出
生
し
て
い
る
場
合
は
、

額

改
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
)
。

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
口
月
1
日
働
l
ロ
月

幻
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
児
童
子
当
係

※
本
人
申
請
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
届
け
出
を
し
な
い
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

改
正
は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す

者
に
よ
る
不
正
な
受
給
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
、

制
度
の
健
全
な
運
営

を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

正
し
い
受
給
を
お
願
い
し
ま
す
。

/

(
労
働
省
・
長
崎
県
・
ハ
ロ
!
ワ

ー
ク
大
村
(
職
業
安
定
所
)
か
ら
〕

現 f丁 平成 4年 1月一
改正後

月 額

fIl 
第 寸 1歳未満 5，000 

(平成 3年 1月 2日以後

に生まれた人)

第 2 ナ 義務教育就学l"iij 5歳未満 5，000 

第3子以降 義務教育就学前 5歳未満 10，000 
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にも
れ-þ~り

一仲良〈お元気で
=48組に金婚祝賀状・記念昂を贈呈=

作

健
康
で
健
や
か
な
家
庭
を
作
ろ
う
と
、

叩
月
刊
日
を
中
心
に
聞
か
れ
た

「市
民

健
康
ま
つ
り
」。

刊
日
の
市

コ
ミ
セ
ン
会
場
で
は
、

子

供
絵
画
展
の
表
彰
や
内
科

・
歯
科
・
栄

養

・
薬
な
ど
の
相
談
や
展

示
コ
ー
ナ
ー
、
へ
ル
シ

l

ウ
ォ
l
ク
、
青
空
市
場
な

ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

健康管理し亡ますか
=市民健康まつり盛大lこF

金婚を祝い、松本市長が 1組ずつ賞状や記念
品を贈りました。 (10/8・市コミセン)

結婚50周年を祝う金婚祝賀記念品贈呈式が10

月 8日、市コ ミセンで行われました。

今回、金婚式を迎 えられたのは48組のご夫婦。

皆さんは、昭和15年 -16年の動乱の時代から今

日までの50年間、共に励まし、いたわりあって

いまの家庭を築き、そして、大村を支えてこら

れました。

松本市長は、今日 までのご努力に敬意を表す

とともに、「今後も、体を大切に、夫婦仲良く過

ごしてくださしリとあいさつ。

竹下合さん(諏訪 3丁目)が、

してお礼を述べられました。

‘、，，，‘‘. 
ヤム
Fh

J
 

戸
K
A
 

内
ソ戸

、ゾし
vh

 

市民スポーツ大会

成 績

受賞者を代表
10月10日、各地区代表により、

熱戦が繰り広げられました。成績

は次のとおりです。

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
ガ
生
き
て
い
る

H
税
を
知
る
週
間

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
を

見
回
し
て
み
て
も
、
社
会
福
祉
の

充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教

育
の
振
興
な
ど
、
そ
の
活
動
は
幅

広
い
分
野
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。

税
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方

。綱引き

・町内単位の部
①(男)西部A (女)溝陸

②(男)日泊A (女)西部

・職場 ・グループの部
①(男)イ ーグルス久原 (女)ヤクルト
②(男)ガリバーズ、 (女)国立病院

竹
月
刊
日
j
け
臼

公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
が
生

活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
限
り
、

ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
共
同
生
活
を
維
持
す
る

た
め
の
い
わ
ば
会
費
で
あ
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果

4 

た
し
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
に
そ
の
し
く
み
や
使
い
み
ち
を

十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
上
で
、
正
し
い
申
告
と
納
税
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
税
庁
で
は
日
月
日

日
か
ら
口
日
ま
で
を

「税
を
知
る

週
間
と
し
、
期
間
中
「
こ
の
社
会

あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る
」
を

メ
イ
ン
テ
l
マ
に
、
税
の
意
義
や

役
割
を
正
し
く
理
解
し
、
考
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
行
事
を

全
国
的
に
行
い
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
受
給
権
者
の
皆
さ
ん
ヘ

年
金
証
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

8
月
に
お
預
り
し
た
年
金
証
書

(
緑
色
の
手
帳
)
を
、
日
月
約
日

に
書
留
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

ロ
月
期
分
は
日
月
日
日
か
ら
、

次
の
4
月
期
分
は
平
成
4
年
4
月

日
日
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

来
年
4
月
期
分
受
取
後
に
、
再

度
証
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
今
回
、
証
書
返
送
用
封
筒

を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、

4
月

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

翌
一
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
募
集
中

応
募
資
格

①
年
齢
:
・
口
歳
i
お
歳
未
満
(
昭

和
幻
年
ロ
月
日
日
l
ω
年
ロ
月
日

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

②
身
長

:i
7
o
m以
下

③
体
重
:
・
(
男
)
幻
i
日
旬
、
(
女
)

ワム

l
h'
n
U
F
b

4

FD
L抗

④
視
力
・:
裸
眼
(
両
眼
と
も
)
で

0

・
8
以
上

(色
盲
不
可
)

応
募
締
め
切
り
口
月
幻
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

側
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会
(
玖
島
1
丁
目
宮
@

6
1
9

4
)
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今
回
か
ら
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も

健
康
ま
つ
り
の

一
環
と
し
て
開
催
、
各

会
場
で
は
、
手
に
汗
に
ぎ
る
熱
戦
に
盛

ん
な
声
援
が
響
き
ま
す
。
ま
た
、
日
日

は
、
健
康
教
育
講
演
会
も
聞
か
れ
ま
し

た
。



(
必
歳
・
富
の
原

2
丁
目
)

す
ば
ら
じ
い
大
村
を

紹
介
じ
ま
す

ご

l
ま
る

ラ
ジ
オ
番
組
「
N
B
C
5
0
ニ

ュ
ー
ス
」
で
、
大
村
地
区
の
通
信

担
当
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

宮
田
さ
ん
。
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

か
あ
ッ
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

と
思
わ
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。

通
信
担
当
員

月
1
回
、
月
始
め
が
多
い
そ
う

で
す
が
、
催
し
ゃ
観
光
、
人
と
の

ふ
れ
あ
い
、
感
動
の
ひ
と
こ
ま
な

ど
、
大
村
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
グ
大
村

専
属
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ん
と
い
え

ま
す
。前

任
者
の
後
を
継
ぎ
、
今
年
6

月
よ
り
の
放
送
活
動
、
最
近
は
口

コ
ミ
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
自
分

「晶、

昌

田

千
賀
子
さ
ん

1
枚
に
感
動
を

託
じ
て

広報おおむ ら 平成 3年11月号

右
か
ら
、
淳
介
く
ん

ω、
ミ
ツ
エ
さ
ん
側
、

久
子
ち
ゃ
ん
刷
、
重
二
さ
ん
側
、
和
也
く
ん

ω

e-老人パワ

illJ金司事政匂号?J
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
月
曜
、
木

曜
の
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
勤

青
ホ
i
ム
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
以
前
4
人
く
ら
い
で
し

た
が
、
今
で
は
口
人
に
も
な
り
、

初
め
て
の
人
、
学
生
時
代
の
経
験

者
、
ス
リ
ム
に
な
り
た
い
人
と
様
々

中
《
械
が
三
日
岡
田
明

H
県
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
大
会
で
三
城
初

V
H

2
連
覇
達
成
p
・

い
き
い
き
長
寿
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
足
で
、
目
で
見
た
活
動
、
感
動

を
伝
え
る
事
の
大
切
さ
を
痛
感
し

て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
活
動
を
始
め
て
約
半
年
、
「
だ

ん
だ
ん
お
も
し
ろ
み
が
出
て
き
た
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
勉
強
を
し

な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、

よ
そ
に
な
い
大
村
ら
し
さ
、
ま
た

喜
ん
で
も
ら
え
る
情
報
・
話
題
を

紹
介
し
た
い
」
と
、
熱
っ
ぽ
く
話

す
宮
田
さ
ん
。
と
て
も
明
る
く
、

何
よ
り
も
大
村
を
愛
し
て
お
ら
れ

る
お
一
人
で
す
。

情
報
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
は
、

勤
務
先
の
と
き
わ
保
育
園
へ
ご
一

報
く
だ
さ
い
と
の
、
」
と
。

県ゲートボール大会で初優勝した三城チーム

(9/14 .市役所)

県いきいき長寿スポーツ大会で優勝した

大村チームの皆さん

(10/3・諌早の県立総合運動公園)

8 -

で
す
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

卓
球
は
昔
か
ら
暗
い
ス
ポ
ー
ツ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で

す
が
、
カ
ラ
フ
ル
な
ユ
ニ
ホ
ー
ム

な
ど
で
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
誰
に
で
も
気
軽
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
日
歳
か
ら
ぬ
歳

未
満
の
青
少
年
の
皆
さ
ん
、
是
非

一
度
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
(
宮

@
1
3
5
3
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
階
)

練
習
日
毎
週
月
・
木
曜
日
、
午

後

7
時
i
9
時

長崎市で行われた県ゲートボール大会で、三城チー

ムが初優勝を飾り、このほど市役所で優勝報告をさ

れました。

大会は 9月11日行われ、県内各地から選ばれた96

チームが参加。三城チームは、日ごろ練習した作戦

とステ ィッ クさばきで順当に勝ち進み、みごと初優

勝を飾られました。

大村は、一昨年の鬼橋、昨年の乾馬場、

回の三城と、 三連覇を達成されました。

おめでとうござし、ました。

そして今

県
内
の
お
年
寄
り
が
一
同
に
集

い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

「県
い

き
い
き
長
寿
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で、

大
村
チ
l
ム
が
み
ご
と
優
勝
。
2

連
覇
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
叩
月
3
日
、
諌
早
市
で

開
催
、
県
内
の
お
年
寄
り
約
1
8

4
0
人
が
参
加
。

ボ
ー
ル
送
り
、
輪
投
げ
リ
レ
l
、

な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
村
チ
l
ム
の
皆
さ
ん
は
、
普

段
鍛
え
た
老
人
パ
ワ
ー
を
発
揮
、

2
年
連
続
5
回
目
の
優
勝
を
達
成

さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

- 9 -



三
種
混
合
仏
フ
一
山
)
予
防
接
種

生
後

3
か
月
か
ら

該
当
し
ま
す

子
供
の
体
調
の
良
い
時
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

接
種
の
時
期
と
受
け
方

-
第
1
期・・
・生
後
3
か
月
か
ら
刊
か
月
の

聞
に
、

3
1
8
週
間
の
間
隔
で

3
回
接
種

し
ま
す
。

-
第
2
期
:
・
第
1
期
が
終

っ
て
か
ら
、
1

年
か
ら
1
年
半
の
聞
に

1
回
接
種
し
ま
す
。

雲
仙
・
普
質
昏
虜
火

災
害
義
援
az

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
9
月
比
日
現
在

・
敬
称
略
)

V
千
葉
工
業
大
学
囲
碁
部
・

同
O
B
会

1

4
万
円

V
大
村
耐
火
側
1
6
万
7
千
6
2
8
円

V
国
立
長
崎
中
央
病
院
職
員
有
志

一
同

I

4
万
2
千
3
6
3
円

V
長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
側
H
H
詑
万
9

2
8
円

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
大
村
公
園
前
庖

(
庖
内
募
金
)
l
7
万
2
千
9
0
5
円

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の
で
、
直
接

指
定
さ
れ
た
医

(病
)
院
で
、
あ
ら
か
じ

め
接
種
目
等
ご
予
約
の
う
え
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

料

金

無

料

接
種
期
限

平
成
4
年
3
月
白
日

ω

お
願
い

接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手

帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

接
種
で
き
る
医
(
病
)
院

出
口
小
児
科

医
院、

田
川
小
児
医
院、

寺
井
医
院
、

近

藤
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
与
那

城
医
院
、
牧
山
医
院
、
長
野
病
院
、
松
尾

医
院麻

し
ん
(
は
し
か
)

該
当
す
る
幼
児

生
後
日
か
月
1
η
か
月
ま
で
の
、
麻
し

ん
に
か
か

っ
た
こ
と
の
な
い
幼
児
、

お
よ

び
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
幼
児

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の
で
、
直
接

指
定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

卜講 増 テ γ
進

マ:医療教育
ば 講 演会
内 i

康 :

岩 間 同 主入 ほ 参場 30日 南
て い 京 か加 分 南 野

主ニニ会 ~ 場 対 i 野 内 健
ι一 象 8 健 科康
せ 催料 者所 時 時 先 i肖 ス師

生 化 ポ
11 器 l労
月 刊 :ソ働
14 医 苔衛
日 院定生
(木) 院医 コ

主s( ，/ 

サ
ノレ
タ
/ 

午
後
6
時

大
村
市
医
師
会
館

一
般
市
民
、
医
療
関
係
者

2
0
0
円

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

事
務
局

(宮
③
3
6
3
7

の
予
防
接
種
実
施
中

接
種
期
限
日
月
初
日
出

(た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
翌

年
3
月
ま
で
実
施
)

お
願
い

接
種
の
と
き
は
母
子
健
康
手
帳

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
接
種
医
院
な
ど
詳
し
く
は
、
。広
報
お

お
む
ら
。
印
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

み
ん
な
の健

康
教
室

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

友
人
、
知
、人
、
ご
近
所
の
方
な
ど
お
き
そ

い
合
わ
せ
の
う
、
え
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

テ

ー

マ

「

第
お
回
糖
尿
病
教
室
」

日

時

日

月
初
日
出
、
午
前
9
時
初
分

i
日
時

ω分

場

所

国

立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医
療

研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
(
宮
@

3
1
2
1

内
線
5
1
0

火の元警報発令中P毎日が
11月9日......15日

火災が発生しやすい時期です。

1人ひとりが充分注意しましょう

秋の火災予防運動

期間中¥午後8時をつ肖防

の時間」と定めJ分間サ

イレンを鳴らします。

11月9巳(却¥午前8時に

消防演習招集サイレンを鳴

らします。

(15秒-6秒休Lヒ-151少〉

健康テレホふサービス
223-4646または0958・26・5511

2E 
- 10一

日
月
の
テ
ー
マ

C型肝炎

やけど

性のめざめ

仮性近視

歯みがき剤について

妊娠初期の注意

月
一火一

水
一木
一
金

一日

1 ・ 9番
=11月9日は f119香の日J

通報はハッキリと

①火事か紙急か②場所は ③大きな目標は

④何が燃えているのか〈病人、けが人の状態は〉

⑤あなだの名前と電話番号は

とかくあわてがちですから、必要事工頁などをメ モ して

電話の前にはっておくと便利です。

落ち着いて1



広報おおむら 平成 3年11月号

二第3回長崎県民文化祭協賛二

主 催大村市文化協会

問い合わせ社会教育課

邦 楽:規友会・若水会

珍剣誇舞道:岳鐘会西支部-岳鐘会南支部・

岳風会大村支部-岳精会-ち道会・

錦城会・慧星流

日 舞:藤舞会・藤秀会・藤鳳会・秀栄会-

ゆかり会・紅の会

民謡三昧線:由匠会
謡 曲:喜明会・観水会

民 踊:民踊協会・ゃなぎ会・民踊愛好会

歌 謡:歌謡協会

華道ち:華道連合会・ ち道連合会

会ζヲマぉT.わげ<1~'1\.' 

祭

日
演

衛

一四開

首
窓

&

ゆ

台
一三一

舞
1

4

E置~理~

美術展覧会
11月1日(劃-6日(水)
9 : 00"-'18 : 00 
(6日は16:00まで)

盆 栽 展
11月T目(劃-6日(水)

9 : 00"-'18 : 00 
(6日は16:00まで)

※7日""3日…大村盆栽会

3日""6日一大村盆栽趣昧の会

A

表

出
∞

大

日一げ

曽古

田
ル

文
1
3

本年度は、県大会も兼ねて行われ
ます。

-11-



児
童
読
書
感
想

発
表
大
会

市
内
の
各
小
学
校
か
ら
推
せ
ん

さ
れ
た
児
童
お
人
が
発
表
し
ま
す
。

日

時

日

月

3
日
側
、
午
前
9
時

会
場
中
地
区
公
民
館

※
な
お
、
駐
車
場
が
狭
い
の
で
車
で

の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
市
立
図
書
館
(
宮

@
2
4
5
7
)
 

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
日
月
日
日
働
、
午
後
1
時

初
分

場
所
市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係
(
内

線
1
2
6
・
1
2
7
)

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

輪
以
傷
工
事
@
程
ゆ
体
鎗
レ
ま
す

市
民
会
館
は
、
昭
和
位
年
開
館

以
来
お
年
経
過
し
、
建
物
、
設
備

な
ど
が
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
文
化
的
要
素
を
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
、
今
日
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
改
修
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
次
の
期

間
中
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
日
程
平
成
4
年
1
月
4
日

出
1
4
月
刊
日
働
(
全
館
)

※
た
だ
し
、
成
人
式

(
1
月
日
日
)

は
実
施
し
ま
す
。

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
完

納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公

売
を
中
止
し
ま
す
。

年
賀
状
の
あ
て
名
書
き

承
り
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

年
賀
状
、
封
書
な
ど
の
あ
て
名
書

き
、
賞
状
、
命
名
札
、
婚
礼
法
事

の
席
礼
、
の
し
紙
書
き
な
ど
承

っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。ま

た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
経
験
と
能

力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
づ
く
り

と
し
て
働
ら
く
こ
と
に
よ
り
社
会

参
加
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
松
並
1
丁
目
宮
(⑫
5
2
2
5
)

U
タ
ー
ン
希
望
者
対
象

企
業
説
明
会

日
時
日
月
刊
日
出
、
午
後
1
時

場
所
都
道
府
県
会
館
(
本
館
)

6
F
(
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

2
1
6
1
3
)
 

対
象
者
高
度
な
知
識
・
技
能
を

有
し
、

U
タ
ー
ン
し
て
地
元
企
業

へ
の
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
そ
の
家
族
・
知
人
な
ど

参
加
企
業
初
社
H
H
県
下
の
事
業

所
で
、
高
度
な
技
術
・
知
識
を
有

す
る
U
タ
!
ン
労
働
者
を
雇
用
し
、

ま
た
は
雇
用
予
定
の
事
業
所

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
職
業
安
定

課

(
0
9
5
8
⑫
1
1
1
1
)
ま

た
は
、
県
東
京
事
務
所

(
0
3
!
3

2
6
3
4
8
5
1
)
 

園
高
祭

H
学
校
創
立
叩
周
年
記
念
H

日
時

・
1
月
日
日
出
、
午
前
日
時
1
午

後
4
時

・
1
月
口
日
側
、
午
前
9
時
叩
一
分

i
午
後
2
時

場
所
大
村
園
芸
高
校

内
容
・
学
科
展
お
よ
び
農
産
物

の
展
示
・
学
校
創
立
印
年
の
歩
み

展
・
学
校
生
産
物
お
よ
び
実
習
作

品
の
即
売
・
バ
ザ
ー
な
ど

※
校
内
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

軽
費
老
人
ホ

l
ム
サ
ン
ラ
イ
フ

第

9
回

文

化

祭

日

時

日

月
1
日
働
1

3
日
制

催
し
演
芸
、
バ
ザ
l
、
展
示

問
い
合
わ
せ

宮
内
(
包
@
3
1

1
0
)
 

入
院
患
者
の
避
難
・
誘
導
を
目
的

と
し
た
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

火
災
報
知
器
の
ベ
ル
や
非
常
放
送

が
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
の
た
め
の
も

の
で
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

- 12-

市
立
病
院
の

消
防
訓
練
で
す

第61回例会大村こども劇場
-a. 
Z玄

視聴覚ライフホラリー

画映民市 日
時

円
月
日
日
働
、

午
後
2
時

i

市民会館

I~の美しい人たちがおりなす愛と友情
の物語/

みんなが知っている有名なおはなしの

歌やおどりをおりまぜた明るく楽しい

劇です。

12月2日(月)

午後6時30分--8時30分

会費会費会員充当

連絡先 大村子ども劇場事務局

〈宮⑬ア 063吉田〉

会場でも入会を受け付けます。

アルヲスめ少女ハイジ
=劇団東少公演=

11月9日(土) 午後2時--3時
dか

西大村コミセン 下伊
[題名]

-花の木むらと盗人たち(戸ニメーション26分〉

.ランボーのなみだ (戸二メーション15分〉

.我が子をのばす親の一言(家庭教育29分〉 ※当日、



寸
国
際
空
港
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ン
・

な
が
さ
き
」

長
崎
空
港
お
よ
び
周
辺
地
域
の

積
極
的
利
活
用
に
よ
っ
て
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
日
月
幻
日
同

・
2

日
働

-
長
崎
会
場
・
:
長
崎
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
(
幻
日

-
n
日
午
前
)
、

-
大
村
会
場
・:
長
崎
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
(
幻
日
午
後
)

内
容

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
分
科
会
な
ど

参
加
費

無
料
(
た
だ
し
、
昼
食
費

実
費
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
希
望
者
は

大
村
混
声
合
唱
団

第
げ
固
定
期
潰
奏
会

広報おおむら平成 3年11月号

別
途
5
千
円
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

(8

0
9
5
8
@
1
1
1
1
県
交
通
政

策
課
内
)

青
年
海
外
協
力
隊

募
集
説
明
会

現
地
の
人
々
と
共
に
生
活
を
し

な
が
ら
、
開
発
途
上
国
の
新
し
い

国
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

資
格

m
i
ぬ
歳
ま
で
の
男
女

募
集
期
限
日
月
初
日
出

派
遣
期
間

原
則
と
し
て
2
年
間

日

時

日

月
初
日
出
、
午
後
6
時

却
分
開
場
、

7
時
開
演

場
所

市
民
会
館

指
揮
・
・
・
伊
地
知
克
幸

ピ
ア
ノ
・
・
・
江
口
由
美

独
唱
・
:
岩
崎
由
紀
子

(
ソ
プ
ラ
ノ
、

二
期
会
会
員
)
、
工
藤
博
(
バ
リ
ト

ン、

二
期
会
会
員
)

曲

目

・

日
本
の
行
情
歌
曲
集
よ

り
箱
根
八
里
、
浜
辺
の
歌
ほ
か

・
レ
ク
イ
エ
ム
(
フ
ォ
ー
レ
)
全
曲

フ
ォ
ス
タ
ー
名
曲
集
よ
り
金
髪
の

ジ
ェニ

l
、
ネ
リ
l
ブ
ラ
イ
ほ
か

入
場
料

一
般
1
0
0
0
円
、
学

生
(
小
中
高
生
)
5
0
0
円

問
い
合
わ
せ

弘
中
(
宮
(匂
1
2

1
8
)
 

。
募
集
説
明
会

日
時
お
よ
び
会
場

・
1
月
ロ
日

ω、
午
後
6
時
初
分
、

長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
U
月
日
日
側
、
午
後
6
時
初
分
、

佐
世
保
市
コ
ミ
セ
ン

-
H
月
比
日
制
、
午
後
6
時
初
分
、

大
村
市
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ

県
国
際
交
流
課

(
2
0
9
5
8
③
0
3
0
2
)
 

市
内
小
・
中
学
校

図
工
美
術
震

作
品
を
と
お
し
て
、
教
育
の
現

状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

期

間

口

月
刊
日
出
1
日
日
何

時
間

午
前
日
時
1
午
後
6
時
(
日

日
は
午
後
3
時
ま
で
)

会
場
市
コ

ミ
セ
ン

主

催

・

市
教
育
委
員
会

・
市
立
小

・
中
学
校
教
育
研
究
会

図
工
美
術
部

ゆ
と
り
創
造

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講
演
内
容
「
時
短
を
業
務
改
革

と
生
産
性
向
上
、
人
材
育
成
に
生

か
す
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
L

講
師

中
村

章
氏
(
産
業
社
会

研
究
セ
ン
タ
ー
)

日
時

日
月
ロ
日

ω、
午
後
1
時

初
分
i
4
時

場
所

長
崎
厚
生
年
金
会
館

(長
崎
市
茂
里
町
)

参
加
対
象

県
内
事
業
所
お
よ
び

県
民

一
般

主
催

県
労
働
時
間
短
縮
推
進
協

議
会
(
労
働
基
準
局
ほ
か
)

日
間
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

受
講
者
に
は
県
教
育
委
員
会
よ

り
「操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、

当
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
映
写
機
な
ど

を
利
用
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

日

時

日

月
日
日
側

・ロ
日

ω
-

U
日
側
、
午
後
6
時
初
分
i
9
時

罫
J

話
予
約
受
け
付
け
ま
す

ふ
る
さ
と
長
崎
県
の
情
報
が
い

っ

ぱ
い
の
、
便
利
な
手
帳
で
す
。

ぜ
ひ
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ズ

9

侃
×
η
m

本
冊

1
2
6
ペ
ー
ジ
、
別
冊
資

料
編
九
ペ
ー
ジ

頒
価

4
5
0
円

申
込
期
限
日
月
初
日
出

申
し
込
み
先

企
画
調
整
課

初
心

定
員
犯
人
(
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
で
、
市
コ
ミ
セ

ン
内
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
宮

@

3
1
6
1
)
ま
で
。

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

寸
お
は
な
し
の
つ
ど
い
」

日
時

日
月
9
日
出
、

初
分
1
2
時
初
分

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
(
語

り
聞
か
せ
て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
影
絵
な
ど
。

※
入
場
は
無
料
で
す
。
お
誘
い
合

っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

午
後
1
時

航
空
教
室
を
開
き
ま
す

午
前
日
時

日

時

日

月
お
日
出
、

か
ら
午
後
3
時

場
所

ジ
ャ
ル
フ
ラ
イ
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
本
社
(
今
津
町
)

内
容

パ
イ
ロ
ッ
ト
や
ス
チ
ュ
ワ

ー
デ
ス
の
話
、
飛
行
機
の
展
示

・

説
明
な
ど

参
加
資
格
小
学
3
年
l
高
校
生

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名

・
学
校
名

・
学
年

・
電
話
番
号

お
よ
び
父
兄
同
伴
の
有
無
を
明
記

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

日
月
日
日
働
(
た
だ

し
、
先
着
印
人
で
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ジ
ャ
ル
フ
ラ
イ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

鮒
総
務
部
(
干

m
l
m今
津
町
2

0
6
E
@
1
6
6
0
)
 

手
作
り
の
会

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
ロ
∞
展

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
コ

l

デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
み
ま
し
た
。

そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
日
月
日
日
附
l
m
日
側

午
前
叩
時
1
午
後
6
時
初
分
(
最

終
日
は
午
後
5
時
初
分
ま
で
)

場
所

大
村
浜
屋
6
階

主

催

手

作
り
の
会
(
中
地
区
公

民
館
活
動
グ
ル
ー
プ
)

問
い
合
わ
せ
北
尾
(
宮
@

3
0

6
8
)
 

県民文化祭オープニングフェスティJ¥)[ノ

長崎県民俗芸能大会
大村からは「小路口鍬踊」が出演します。

日時 11月 3日(日)、午後 1時開演

場所 長崎市公会堂

入場料 無 料
聞い合わせ 県教育庁文化課

(宮o9 5 8 ⑧ 5 0 1 0) 
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中央・なかちく公民館後期特別講座のご案内

中 央公民 館

講座名 内 月-f、S、. 期 間 対象 ・定員 講師(敬称略)

身近にある材料が豪華なお正月料理に大変 12月9日目) 婦人30人

お正月料理の作り方 身.グ今年のお正月は手作りお節料理でおも 12月16日目) ※ 2日間とも参 柳原 J享

てなし。 (材料費:1，600円) 午後 1時30分-3時30分 加できる人

小倉百人一首
小倉百人一首の並べ方、とり方、遊び方を 12月21日出、 24日ω

小学 1年一中学

子 ど も か る た教室
楽しく学びます。 (資料代人100円) 25日体)、 1月6日(月)

3年生 30人
野口 弘満

(1月 6日は新春かるた大会) 午後 2時-4時

包 54-3161) (幸町25-33

ft53-1376) なかちく公民館

講 座名 内 タ'口会i 期 間 対象 ・定員 講師(敬称略)

季節の行事をテーマに版画でカレンダーを
11月30日-12月21日

子ども版画カレンダー教室
っくり ます。 (材料費 :700円)

毎週土曜日 4回 小学 3年生以上 成瀬 勝

午後 2時-4時

スポンジの焼き方から飾り付けはもちろん 12月20日働、 21日(土)

クリスマスケーキを作ろう ノ〈ラエティー豊かな手作りのクリスマスケ 2日間 成人25人 麿中恵子

ーキ作り教室です。 (材料費:1，600円) 午後 6時30分-9時

おりがみで
おりがみで、クリスマスツリー ・カード ・

12月21日仕) 親子または小学

メ リ ー ・ ク リ スマス
ケーキなどをおります。

午後 1時30分一 3時30分 3年生以上
吉良嘉代子

(材料費 :350円)

お正月飾り用 自分で、作ったミニ盆栽で、お正月を迎えて 12月25日(水)

ミニ盆栽作り教室 みませんか材料費:3，200円) 午前 9時30分-12時
成人30人 五反田良二

身近な材料を使った、豪華な 12月5日閥、 12日(桐
おせち料理の作り方を学びま 畳の部

午前10時-12日寺 各コースともに
お正月料理の作り方 す。 (材料費:1，600円)

成人25人
柳原 I字

①畳か夜のどちらかをお選び、 夜の部
12月9日伺)、16日目)

くださ L、。 午後 6時30分-9時

(松並q丁目246-5

11月15日働 受講料無料(教材費は実費)

往復ハガキに、住所・氏名 ・年 齢 (学校名、 学年)・

性別・電話 ・希望する講座を一葉にー講座を書いて

申し込んでください。申込多数の場合は抽選します。

申し込み・問い合わせ 各公民館へ

申込期限

申込方法

二第15回=

お
お
む
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

-l4ー

日
時

ロ
月
8
日
制
小
雨
決
行

コ
l
ス

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
周

辺競
技
方
法
・
小
学
1
年
1
3
年

(
男
女
別

)
l
u
f
・
小
学
4
年

秋
季
市
民
テ
ニ
ス

大
会
(
ダ
ブ
ル
ス
)

開
催
日

・
1
月
幻
日
出
:
・
男
子
・
女
子
B

・
日
月
白
日
側
・
:
男
子

・
女
子
A

・
ロ
月
1
日
田
:
・
予
備
日

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ

ー
ト
場
横
)

参
加
資
格

市
内
在
住
者
お
よ
び

市
内
勤
務
者

参
加
料

一
組
2
5
0
0
円
(
た

だ
し
、
協
会
員
2
0
0
0
円
)

申
込
期
限

日
月
ロ
日
(
厳
守
)

申

込

先

市

テ
ニ
ス
協
会
・
広
滝

j

6
年
(
男
女
別

)
l
u
f
・
中

学
生

(
男
女
別
)
H
H
U

J
・
高
校

女
子

・
一
般
女
子
1

U

J

参
加
料

1
人
5
0
0
円
(
傷
害

保
険
料
、
ゼ

ッ
ケ
ン
料
含
む
)

申
込
期
限

日
月
初
日
出
必
着

申
込
方
法

小
・
中
学
生
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
で
取
り
ま
と
め
の

う
え
、
指
定
の
学
校
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

高
校

・
一
般
に
つ
い
て
は
、
直
接

県
立
ろ
う
学
校
へ

問
い
合
わ
せ

大
村
市
陸
上
競
技

協
会
・
奥
村
(
宮
@
2
6
8
5
夜

間
・休
日
、
合
(⑪
2
6
1
1
昼
間
)

陶
(
杭
出
津
2
丁
目
6
9
6
1
1

E
@
7
6
8
6
)
 

※
参
加
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
〉
参
加
料
は
不
出
場
の

場
合
で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。'
ま
た
、

申
込
後
の
変
更
は
認
め
ま
せ
ん
。

第
引
回
少
年
剣
道
大
会

期
日

ロ
月
1
日
岡

場
所

市
民
体
育
館

種
目

団
体

・
個
人

・
紅
白
戦

申
込
期
限

日
月
M
日
同

※
申
込
用
紙
は
、
各
道
場
へ
送
付

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課



様
郷
土
の
文
芸
誌

鍛
「
大
村
文
芸
」
作
品

①
川
柳
の
部

日
句

投
句
先
須
田
ノ
木
町
8
5
3
1

指

方

重

幸

叩
首
(
題
名
を
付

り② 5

ε譲
の
部

ご
寄
付

ご
好
意

東
本
町
3
4
2
i
2

島

崎

重

八

③
俳
句
の
部

叩
句
(
題
名
を
付

け
る
)

投
句
先

投
句
先

玖
島
2
丁
目
的
m
l
4

川
奇

己

恵

，，
ノ
ム川同

，O
百川
1

ず
企
庁
ゎ

④
詩
・
随
筆
な
ど

送

付

先

木

場
2
丁
目
5
3
6
1

1

中

島

白

舟

誌
代

2
千
円

(1
人
2
冊
ず
つ

配
布
し
ま
す
)

そ
の
他

『
大
村
文
化
』
に
掲
載

す
る
作
品
を
各
1
句
(
首
)
同
時

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

口
月
初
日
出

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
香
典
返
し

広報おおむら平成 3年11月号

ふ
る
さ
と
創
生
資
金
へ

滝
観
光
開
発
事
業
)

V
川
津
ア
ヤ
子
(
今
富
町
)
初
万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
高
月
良
(
武
留
路
町
)
印
刷
輪

転
機
7
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
吉
田
洋
徳
(
西
三
城
町
)
5
万
円

V
塚
本
猛
(
武
部
町
)

3
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
上
野
正

一

(
松
原
1
丁
目
)

5

万
円

(
裏
見
の

(
敬
称
略
)

V
小
森
キ
ク
エ

万
円

V
長
岡
寿
(
束
三
城
町
)

5
万
円

V
嶋
田
鷲
太
郎
(
大
川
田
町
)
日

万
円

(
小
路
口
町
)

。
一
般
寄
付

竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
佐
々
木
良

一

(富
の
原
2
丁
目
)

1
万
円

大
村
小
学
校
へ

V
佐
藤
文
治
(
武
部
町
)
児
童
用

図
書
印
万
円
相
当

松
原
小
学
校
へ

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

ー
ロ
月
コ
ス
ー

内

容

・

パ
ソ

コ
ン
入
門
・
ワ
ー

プ
ロ

(ア

l
ト
)

・
同
二
太
郎
)

・
建
築
配
管
技
能
検
定
受
験
準
備

講

習

(
一
級
実
技
)

・
建
築
配
管

技
能
検
定
受
験
準
備
講
習
(
二
級

実
技
)
・
N
C
プ
ラ
ズ
マ
ロ
ボ

ッ

ト
操
作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
二

級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
予
備
講
習

申
込
期
間

口
月
1
日
働
l
m
日

体申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

5 

V
松
原
小
学
校
育
友
会

1
パ
イ
プ

式
テ
ン
ト
一
張

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
田
尻
義
彦
)
理
容
奉
仕

V
向
陽
幼
稚
園

1
は
り
絵

V
児
島
陽
子
(
久
原
1
丁
目
)
果

'相幻生
1V

高
原
生
花
庄

1
生
花

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
園
芸
高
校
生
活
科
l
奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
松
永
六
之
介
(
松
並
1
丁
目
)

叩
万
円

V
大
村
誠
灸
師
会

1
3
万
円

身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
へ

V
河
内
千
代
子

1
1
万
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

万
円

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ

ー

(諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

県
立
農
業
経
営

大
学
校
学
生

応
募
資
格

高
校
卒
業
者
(
来
年

3
月
卒
業
見
込
合
)
お
よ
び
こ
れ

と
同
等
の
人

科
目

野
菜
花
き

・
果
樹

・
畜
産

試
験
日

平
成
4
年
1
月
M
日
働

応
募
期
間

ロ
月
同
日
側
i
平
成

4
年
1
月
刊
日
働

問
い
合
わ
せ

農
業
経
営
大
学
校

(諌
阜
市
小
船
越
町
宮
⑧
1
0
1

三
彩
の
里
へ

V
大
村
遊
漁
組
合

l
魚

V
原
口
舞
踊
会

l
舞
踊
指
導

V
大
村
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

l
写
真

V
西
日
本
銀
行
大
波
止
支
庖
H
H
長

椅
子
そ
の

ほ
か

V
上
長
与
児
童
館
H
H
タ
オ
ル

・
シ

ー
ツ
類

¥

V
早
川
輝
夫
(
西
大
村
本
町
)
あ

し
た
ば
(
苗
)

V
橋
田
理
髪
し
仇
(
時
津
町
)
散
髪

奉
仕

慈
恵
荘
へ

V
峯
ム
メ
(
乾
馬
場
町
)

3
万
円

V
大
村
民
踊
協
会

1
1
万
円

V
古
城
老
人
ク
ラ
ブ

1
5
千
円
ほ

カV
福
川
忠
久
(
中
岳
町
)
石
け
ん

V
板
橋
養
鶏
場
l
冷
凍
卵

6
)
ま
た
は
農
業
改
良
普
及
所

市
農
林
水
産
課
農
政
係

・
農
協

西
日
本
新
聞
奨
学
生

働
き
な
が
ら
進
学
を
志
す
人
を

対
象
に
募
集
し
ま
す
。

各
種
専
修
学
校
、
短
大
、
大
学

を
対
象
と
し
、
自
分
の
進
路
に
合

わ
せ
た
奨
学
生
制
度
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
、
入
学
金
お
よ
び
学
費
の

貸
し
付
け
、
奨
学
金
の
支
給
な
ど

を
行
い
ま
す
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カレジター1111 
刊
月
は
、
市
県
民
税
(
3
期
)
と
、
国
民
健
康
保
険
税
(
5
期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

成人の健康相談福祉センター 13 : 00-15・00 17日 当番医

T日 @40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
(日)

(内) 吉田内科クリニック 本 町 宮@11 7 7 

趨 明日の親の定めの学級(日 (眼) 計屋眼科医院古町1丁目 ft@6888 

市コミセン 18 : 30-20 : 30 1宣乳却児健康相談鈴田出張所⑧9 : 30-11 : 00 

当番医
3日

(内・小)松井医院久原 2丁目 ft@6624 妊婦教室(3) 中地区公民館 9 : 30-13 : 30 
(日・祝)

(耳) 山口耳鼻咽喉科医院東本町宮@27 0 6 

当番医
3歳児健康診査大村保健所

4日 ② 9 : 30-10 : 00、13: 00-13 : 30 

(月喜)
(内・消) 南野内科消化器科医院束三城町宮@3 7 3 1 21日 @昭和63年5月生まれ(62年11月-63年 4月生ま
(耳; 海江田医院東本町宮@33 2 9 

附 れで、まだ受けていない人も受診してください)

5日 乳幼児健康相談福重出張所 ⑧13: 30-15 : 00 ⑥母子健康手帳、問診票

明日の親のための学級(ア) 定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

関 市コミセン 13 : 00-16 : 00 

6日 オ歳6か月児健康診査市コミセン

(水)
妊婦教室(オ) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 22日 ②13 : 00-13 : 30 

@平成 2年 4月生まれ(元年11月-2年3月生ま

10日 当番医 聞 れで、まだ受けていない人も受診してください)

(日)
(内) 早田内科医院竹松本町 ft@3530 ⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

(産・内)長野病院東ゴ城町宮⑬ 1123 

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 23日 当番医

(内・呼)ともなが内科クリニック杭出津2丁目ft@5000

11日 市役所 ⑤9 : 00-9 : 30 (土・祝) (外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 宮@3070

(聞
⑮母子健康子帳、ズボン

当番医一般健康相談市役所 13: 00-16 : 00 24日
⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (日)

(内) 近藤医院東本町 宮⑪1166 

(外・内)牧山医院富小路2丁目 ft@7831 

12日 乳羽児健康相談 市コミセン

2云-5mB 百
③9 : 30-11 : 00、13: 30-15 : 00 乳却児健康相談 三浦出張所②9 : 30-11 : 00 

(決) ⑪離乳食教室 10 : 30-15 : 00 

13日
妊婦教室(4) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

妊婦教室(2) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 
(水) 羽田 機能訓練根気の会福祉センター

14日 機能訓練根気の会 福祉センター 閑 13 : 30-15 : 30 

(本j 13 : 30-15 : 30 
T歳6か月児健康診査市コミセン29日
②13 : 00-13・30

15日 成人の健康相談福祉センター 13 : 00-15 : 00 信首 @⑥…22日働と同じ

働 @ゆ… 1日(甜と同じ
略号の説明 ⑪…対象 ②…受け付け ⑪・・・内容

16は白} 
⑥…持ってくるもの

耳とことばの相談福祉センタ-13:00-15:00 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
問
問
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
第

一
印
刷
鮒

10月4日現在

人口言十 74.294 
(+1 26) 

35.422 
(+ 73) 

38.872 
(+ 53) 

22.969 
(+ 51) 

)内は前月比

人口の動き

男

女

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談 ( 7日・木 10: 00-15 : 00) 

行政相談 (14日・木 9: 30-12 : 00) 

法律相談 (20日・水 10: 00-15 : 00) 

不動産相談 (22日・金 13: 00-16 : 00) 

受通事故相談 (26日・火 10 : 00-16 : 00) 

年金相談 (27日・水 10: 00-15 : 00) 

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

竹
月
の
定
例
相
談
日

世帯数

- 16-

11月の大村ボート(1日- 5日・優出者選抜戦、 8日-13日・ R
HWランナーリーグ戦、 23日-28日・企業杯GIII) 
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